
見て見ぬふりをしない 

                              校長 鈴木 玲 

１２月２日、朝のことです。本校の学区内で自動車と自転車の接触事故が起こりました。自転車 

はその場に転倒し、乗っていた高校生は足をけがしている様子です。忙
せわ

しない朝の時間帯。道幅
みちはば

の

狭
せま

い道路ですが、自動車、バイク、自転車はひっきりなしに行き来しています。そんな中、在家中

生２名が倒れている高校生に手を貸し、安全な場所に移動させると、後続
こうぞく

の自動車に危険を知らせ

ながら自転車とバッグを道の端
はし

に避
よ

けました。  

普段から登下校に使う道です。目の前で起きた事故に「えーっ、どうする？」「やばくない？」 

そう言いながらも、次の瞬間には自然と２人の体は、けがをしている高校生を助けに向かっていま

した。その時、高校生の安全を気遣
きづか

うとともに、後ろから来る車たちに迷惑がかかる、そんなこと

まで考えたそうです。自転車で通りかかった人が１人、生徒たちの行動を手助けしてくれました。

しかし、人通り、車通りがあっても一緒に助けてくれた人はその人１人だったといいます。素通り

していく人たちがいることを〈意外〉と感じたそうです。その生徒たちにとって〈人を助けること

はあたりまえのこと〉。 決して見て見ぬふりはしませんでした。 

今回の件に限らず、在家中学校には、そしてみなさんの周りには、何かあった時に、瞬時
しゅんじ

に手を

差し伸べてくれる人はたくさんいます。人の心に寄り添
そ

うことを〈あたりまえ〉と思っている人も

たくさんいる学校です。そのことを改めて知ってもらいたくて、この学校だよりを書きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 保護者・地域のみなさまへ ◆ 

２学期も在家中学校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。少しのこ

とでも感情が揺れ動き、悩み苦しんだり、まだまだ判断を誤ったりするのが中学生年代です。家庭や

地域で過ごす時間が多くなる年末年始、保護者や地域のみなさまの力を必要とすることが多くありま

す。今後とも子供たちの成長のため、温かく見守り、ご指導くださいますようお願いいたします。 
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・心身ともにたくましい生徒 
・自ら進んで学ぶ生徒  
・豊かな情操を培う生徒 

在家中生のみなさんへ 

 明日から冬休みが始まります。年末年始は家族や友達と一緒にゆったりとした時間を

過ごすことができるといいですね。しかし、３年生は進路決定も大詰めですので、そう

は言っていられないかもしれません。体調管理に気をつけて頑張ってください。 

そのような時間の中で、改めて家族や友達がいてくれる《ありがたさ》を感じてもら

えるといいなと思います。 

今、不安や悩みを抱えている人もたくさんいると思います。

そんな人はその思いを一人で抱え込まず、誰かに相談してみて

ください。あなたを大切に思っている人は何人もいます。あな

たは一人ではありません。あなたの味方が周りにいてくれてい

ることを忘れないでください。そして、同じように、あなた自

身も周りの人たちを大切にしてください。 

全ての人が笑顔で新しい年を迎えられることを願っています。 
在家中のマスコット 

ぽーちゃん 


